
［木之子中］学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 Ｒ６年度活動報告シート 作成者名【今井 浩】

４ めざす子ども像の実現に向けた地域学校協働活動のアイディア

１ 運営協議会の開催状況 ※ひとづくりネットワークと共催ではなく単独で開催した学校運営協議会についても記載

☜１

☜４

回数
月日
（曜）

参加者数
議事内容（テーマ・話題） 会の持ち方の工夫、成果・課題 等

第１回 6／1
（土）

13名 ・木之子中学校区ひとづくり運営協議会①
・ひとづくり事業について
・7/11(木)井原市ひとづくりネットワーク
運営協議会①について

・R6学校運営協議会①と兼ねて開催
・井原市ひとづくり事業について説明し、木之子中学校に期待すること、
生徒に身に付けさせたい力について協議した。

・夢や希望をもつ生徒の育成、既存の活動をひとづくりの視点ですすめる。
・地域の行事等で中学生が活躍（ボランティア）できる場の情報提供をい
ただき、広く周知（Google Classroom）し、積極的な参加を促す。

第２回 11／22
（金）

12名 ・木之子中学校区ひとづくり運営協議会②
・目指す生徒像、進捗状況について

・R6学校運営協議会②と兼ねて開催
・ひとづくりネットワーク懇談会の開催について⇒R7.2.7(金)
  ※各小地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・まち協会長・木中ひと運協・公民館長・生徒

第３回 2／7
（金）

12名 ・R6学校運営協議会会③
・進捗状況、来年度に向けた取組について

・R6学校運営協議会③と兼ねて開催
・木之子中学校区ひとづくり運営協議会③
・木之子中学校区ひとづくりネットワーク懇談会

２ 懇談会の開催状況

回数
月日
（曜）

参加者数
［主な所属（内訳）］

議事内容（テーマ・話題） 会の持ち方の工夫、成果・課題 等

第１回 2／7
（金）

33名［木之子中ひと運
協・各小地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ・各地区まち協会
長・各地区公民館長・
生徒・教職員］

・ひとづくり事業について
・学校運営協議会(ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ)に
ついて

・目指す生徒像、進捗状況について

・R6学校運営協議会③、木之子中学校区ひとづくり運営協議会③
と兼ねて開催

・市教委（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）から、「ひとづくり事業」の説明をいただ
き、『ひとづくり CS』の理解が進んだ。

・アンケート結果等をもとに、目指す生徒像等について、生徒を
含む地域の方々と議論できた。

３ めざす子ども像（地域像、学校像、家庭像等）

・各地区の行事等への主体的な参加（所属小学校区以外への興味をもつ）
・各地区の様々な行事の情報が行き渡る工夫（Google Classroom）
・中学生が小学生に指導する場面の設定
・校内体制の検討、整備（地域連携担当者:各学年，部活動再編:(例)地域ＶＳ）

☜２

☜３

５ 地域学校協働活動の実施に係る主な連携及び支援団体

☜５

［運営協議会］・夢や希望をもつ生徒・気持ちの良い挨拶のできる生徒 ・自己の考えや思いを表現できる生徒 ・地域社会に興味をもち自分のよい所を生かし貢献
できる生徒 ・信頼関係のある学校づくり ・諸活動を生徒の主体的な活動となる工夫 ・学校の働き方改革：地域との連携

［小中連携］ ・場に応じたあいさつ、言葉遣いのできる生徒・小学校：｢地域のよさを知る｣
⇒中学校：｢地域に貢献できる｣をめざす・小学生の手本（憧れ）となる中学生

※学校教育系計画・研究主題に係る目指す生徒像（学力・思いやり）との整合を図る必要がある。

・木之子中学校区公民館（各種行事、学習会）
・木之子中学校区まちづくり協議会（各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集・部活動発表、展示等）
・民生委員、主任児童委員、保護司、警察関係（情報連携・あいさつ運動等）



R６年度【木之子中】学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 地域学校協働活動の実際 担当【今井 浩】

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○・学校運営協議会と兼ねての開催とした運営協議会の中で、生徒の実態を見ていただいたうえで、めざす生徒像、生徒に身に付けさせたい力についてご意見をいただくことができた。
・井原市ひとづくりネットワーク運営協議会、井原市ひとづくりネットワーク懇談会の中で、他校区の取組事例や内容から中学校区としての取組は、本校の取組の参考となった。
・本校中学校区の各小学校区ひとづくり運営協議会の動きを知り、小学校区が中学校に求められていることから、本校の取組の参考となった。

△・ひとづくりをすすめていく視点をもって、総合的な学習の年間計画の見直しをすすめる。
・ひとづくり事業の趣旨等についての研修を継続する。

☆・ひとづくりをすすめていくための、効果的な組織づくりをすすめる。
・R2,R3,R4の取組やアイデアの実行やまとめ（かかし、小中連携等）・各小学校区のひとづくりネットワーク運営協議会との連携を図る。

☆・学校経営計画・研究主題に係る目指す生徒像（学力・思いやり）との整合を図る必要がある。・校内体制の検討、整備（地域連携担当者：各学年，部活動再編：(例)地域ＶＳ）

☜地域学校協働活動の実際

☜成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

★その他、学校だより、学年だより、ボランティアだより等を作成し、活動を周知している

◆めざす子ども像（地域像、学校像、家庭像等）

［運営協議会］・夢や希望をもつ生徒・気持ちの良い挨拶のできる生徒 ・自己の考えや思いを表現できる生徒 ・地域社会に興味をもち自分のよい所を生かし貢献
できる生徒 ・信頼関係のある学校づくり ・諸活動を生徒の主体的な活動となる工夫 ・学校の働き方改革：地域との連携

［小中連携］ ・場に応じたあいさつ、言葉遣いのできる生徒・小学校：｢地域のよさを知る｣
⇒中学校：｢地域に貢献できる｣をめざす・小学生の手本（憧れ）となる中学生

※学校経営計画・研究主題に係る目指す生徒像（学力・思いやり）との整合を図る必要がある。

◆活動の様子

▲R6.11.12～14_2年生W＆L職場体験
1年生 郷土学習

▲各地区文化祭等への出演・協力
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